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(57)【要約】
【課題】シート状の接続対象物に取り付けられるに適す
る構造を有するコネクタを提供すること。
【解決手段】コネクタ１００において、コンタクト１１
０は、ハウジング１２０に保持される被保持部１１４と
、ＦＰＣ５０の信号端子５２に接続されるための被露出
部１１６とを有している。被露出部１１６は、前後方向
（Ｘ方向）において１２０ハウジングから突出している
。カバーシェル１４０は、ＦＰＣ５０のグランド端子５
４に接続されるグランド接続部１４６を有している。被
露出部１１６とグランド接続部１４６とは、第１垂直方
向（－Ｚ方向）において同一レベル上に位置している。
ＦＰＣ５０の主面５０ａ上における信号端子５２とグラ
ンド端子５４との配置に対応するように配置されている
。第２垂直方向（－Ｚ方向）からコネクタ１００を見た
場合に、被露出部１１６とグランド接続部１４６は視認
可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、ピッチ方向に並ぶように前記ハウジングに保持された複数のコンタクト
と、前記ピッチ方向と直交する第１垂直方向に沿って前記ハウジングを少なくとも部分的
に覆うカバーシェルと、前記ハウジング及び／又は前記カバーシェルに回転自在に支持さ
れたロックバーとを備え、一つの主面上に信号端子及びグランド端子とを露出させたシー
ト状の接続対象物に対して取り付けられた状態で相手側コネクタと嵌合接続されると共に
前記ロックバーにより嵌合状態をロックされるコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、前記ハウジングに保持される被保持部と、前記接続対象物の
前記信号端子に接続されるための被露出部であって前記ピッチ方向と直交する前後方向に
おいて前記ハウジングから突出している被露出部とを有しており、
　前記カバーシェルは、前記接続対象物の前記グランド端子に接続されるグランド接続部
を有しており、
　前記被露出部と前記グランド接続部とは、前記第１垂直方向において同一レベル上に位
置しており、且つ、前記接続対象物の前記主面上における前記信号端子と前記グランド端
子との配置に対応するように配置されている
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記第１垂直方向の逆方向である第２垂直方向に沿って前記コネクタを見た場合に、前
記被露出部と前記グランド接続部は視認可能である
コネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタであって、
　前記接続対象物の先端と前記信号端子との間の前記前後方向における距離は、前記接続
対象物の前記先端と前記グランド接続部との間の前記前後方向における距離よりも短く、
　前記コネクタは、前記前後方向において、前記接続対象物の前記先端を跨ぐようにして
前記接続対象物に取り付けられる
コネクタ。
【請求項４】
　請求項３記載のコネクタであって、
　前記カバーシェルは、前記第２垂直方向に沿って見た場合に、前記コネクタの前記被露
出部と重なるようにして設けられた板状部であって前記第２垂直方向において前記被露出
部と離して設けられた板状部を有している
コネクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のコネクタであって、
　前記グランド接続部は、前記板状部の前記前後方向における端部から前記第１垂直方向
に延びている
コネクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のコネクタであって、
　前記グランド接続部は、前記前後方向と前記第１垂直方向とで規定される面内において
Ｌ字状形状を有している
コネクタ。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記ロックバーは、前記接続対象物から遠ざかる方向に倒されることにより、前記相手
側コネクタと前記コネクタとの前記嵌合状態をロックする
コネクタ。
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【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記接続対象物への取り付けに際し、前記被露出部及び前記グランド接続部を前記信号
端子及び前記グランド端子に対して二次元的に位置決めする位置決め部を備える
コネクタ。
【請求項９】
　請求項８記載のコネクタであって、
　前記接続対象物の前記ピッチ方向の両縁には凸部及び／又は凹部からなる被位置決め部
が形成されており、
　前記ハウジングには、前記被位置決め部の前記凸部及び／又は前記凹部に対応する穴部
及び／又は突出部が前記位置決め部として形成されている
コネクタ。
【請求項１０】
　請求項９記載のコネクタであって、
　前記ピッチ方向の両端に、前記相手側コネクタの相手側嵌合部と嵌合する嵌合部を有し
ており、
　前記ハウジングの前記位置決め部は、前記ピッチ方向において、前記嵌合部の内側に位
置している
コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項１０のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記被露出部は、前記ピッチ方向における両側面が露出している
コネクタ。
【請求項１２】
　請求項１１記載のコネクタであって、
　前記被露出部は、前記接続対象物との接続側とは反対側の面が露出している
コネクタ。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記被露出部は、前記前後方向において、前記被保持部と前記グランド接続部との間に
位置している
コネクタ。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１３のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記第１垂直方向において前記相手側コネクタとの相対位置を位置決めした後、前記前
後方向に移動させることにより前記相手側コネクタと嵌合接続される
コネクタ。
【請求項１５】
　二つの主面を有し、且つ、信号端子及びグランド端子を備えるシート状の接続対象物で
あって、
　前記信号端子及び前記グランド端子は、前記主面の一方上に露出している
接続対象物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）又はＦＦＣ（Flexible Flat
Cable）のようなシート状の接続対象物に取り付けられ、基板等に搭載された相手側コネ
クタと嵌合接続されるコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　特許文献１には、低背化を達成しつつ容易な作業で嵌合可能な構造を備えるコネクタ組
立体が開示されている。図１４に示されるように、特許文献１のコネクタ組立体は、基板
に搭載された第１コネクタと、接続対象物たる複数のケーブルに取り付けられた第２コネ
クタとを有するものである。特許文献１のコネクタ組立体においては、低背化と良好な嵌
合作業性を両立させるために、垂直方向における相対位置の位置決めと水平方向への最終
嵌合処理との２つに嵌合手順を大きく分けることとしている。詳しくは、第２コネクタが
第１コネクタの上方に（＋Ｚ側に）位置する状態（図１４（ａ）参照）から、第２コネク
タを下方に（－Ｚ方向に）移動させて第１コネクタ上に第２コネクタを被せることで、図
１４（ｂ）に示されるように垂直方向（Ｚ方向）におけるコネクタ間の相対的な位置決め
を行う。その後、第２コネクタを水平方向（＋Ｘ方向）に移動させて、図１４（ｃ）に示
されるように第２コネクタを第１コネクタに対して嵌合させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１８４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した特許文献１の第２のコネクタのように相手側コネクタと嵌合接続するタイプの
コネクタに対してＦＰＣのようなシート状の接続対象物に接続したいという要望がある。
即ち、複数のケーブルからなる接続対象物をＦＰＣ等に置き換えたいという要望もある。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の第２コネクタのような構造ではシート状の接続対象物に取
り付けることができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、シート状の接続対象物に取り付けられるに適する構造を有するコネ
クタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、第１のコネクタとして、
　ハウジングと、ピッチ方向に並ぶように前記ハウジングに保持された複数のコンタクト
と、前記ピッチ方向と直交する第１垂直方向に沿って前記ハウジングを少なくとも部分的
に覆うカバーシェルと、前記ハウジング及び／又は前記カバーシェルに回転自在に支持さ
れたロックバーとを備え、一つの主面上に信号端子及びグランド端子とを露出させたシー
ト状の接続対象物に対して取り付けられた状態で相手側コネクタと嵌合接続されると共に
前記ロックバーにより嵌合状態をロックされるコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、前記ハウジングに保持される被保持部と、前記接続対象物の
前記信号端子に接続されるための被露出部であって前記ピッチ方向と直交する前後方向に
おいて前記ハウジングから突出している被露出部とを有しており、
　前記カバーシェルは、前記接続対象物の前記グランド端子に接続されるグランド接続部
を有しており、
　前記被露出部と前記グランド接続部とは、前記第１垂直方向において同一レベル上に位
置しており、且つ、前記接続対象物の前記主面上における前記信号端子と前記グランド端
子との配置に対応するように配置されている
コネクタを提供する。
【０００８】
　また、本発明は、第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記第１垂直方向の逆方向である第２垂直方向に沿って前記コネクタを見た場合に、前
記被露出部と前記グランド接続部は視認可能である
コネクタを提供する。
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【０００９】
　また、本発明は、第３のコネクタとして、第２のコネクタであって、
　前記接続対象物の先端と前記信号端子との間の前記前後方向における距離は、前記接続
対象物の前記先端と前記グランド接続部との間の前記前後方向における距離よりも短く、
　前記コネクタは、前記前後方向において、前記接続対象物の前記先端を跨ぐようにして
前記接続対象物に取り付けられる
コネクタを提供する。
【００１０】
　また、本発明は、第４のコネクタとして、第３のコネクタであって、
　前記カバーシェルは、前記第２垂直方向に沿って見た場合に、前記コネクタの前記被露
出部と重なるようにして設けられた板状部であって前記第２垂直方向において前記被露出
部と離して設けられた板状部を有している
コネクタを提供する。
【００１１】
　また、本発明は、第５のコネクタとして、第４のコネクタであって、
　前記グランド接続部は、前記板状部の前記前後方向における端部から前記第１垂直方向
に延びている
コネクタを提供する。
【００１２】
　また、本発明は、第６のコネクタとして、第５のコネクタであって、
　前記グランド接続部は、前記前後方向と前記第１垂直方向とで規定される面内において
Ｌ字状形状を有している
コネクタを提供する。
【００１３】
　また、本発明は、第７のコネクタとして、第１乃至第６のいずれかのコネクタであって
、
　前記ロックバーは、前記接続対象物から遠ざかる方向に倒されることにより、前記相手
側コネクタと前記コネクタとの前記嵌合状態をロックする
コネクタを提供する。
【００１４】
　また、本発明は、第８のコネクタとして、第１乃至第７のいずれかのコネクタであって
、
　前記接続対象物への取り付けに際し、前記被露出部及び前記グランド接続部を前記信号
端子及び前記グランド端子に対して二次元的に位置決めする位置決め部を備える
コネクタを提供する。
【００１５】
　また、本発明は、第９のコネクタとして、第８のコネクタであって、
　前記接続対象物の前記ピッチ方向の両縁には凸部及び／又は凹部からなる被位置決め部
が形成されており、
　前記ハウジングには、前記被位置決め部の前記凸部及び／又は前記凹部に対応する穴部
及び／又は突出部が前記位置決め部として形成されている
コネクタを提供する。
【００１６】
　また、本発明は、第１０のコネクタとして、第９のコネクタであって、
　前記ピッチ方向の両端に、前記相手側コネクタの相手側嵌合部と嵌合する嵌合部を有し
ており、
　前記ハウジングの前記位置決め部は、前記ピッチ方向において、前記嵌合部の内側に位
置している
コネクタを提供する。
【００１７】
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　また、本発明は、第１１のコネクタとして、第１乃至第１０のいずれかのコネクタであ
って、
　前記被露出部は、前記ピッチ方向における両側面が露出している
コネクタを提供する。
【００１８】
　また、本発明は、第１２のコネクタとして、第１１のコネクタであって、
　前記被露出部は、前記接続対象物との接続側とは反対側の面が露出している
コネクタを提供する。
【００１９】
　また、本発明は、第１３のコネクタとして、第１乃至第１２のいずれかのコネクタであ
って、
　前記被露出部は、前記前後方向において、前記被保持部と前記グランド接続部との間に
位置している
コネクタを提供する。
【００２０】
　また、本発明は、第１４のコネクタとして、第１乃至第１３のいずれかのコネクタであ
って、
　前記第１垂直方向において前記相手側コネクタとの相対位置を位置決めした後、前記前
後方向に移動させることにより前記相手側コネクタと嵌合接続される
コネクタを提供する。
【００２１】
　更に、本発明は、
　二つの主面を有し、且つ、信号端子及びグランド端子を備えるシート状の接続対象物で
あって、
　前記信号端子及び前記グランド端子は、前記主面の一方上に露出している
接続対象物を提供する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、コンタクトの被露出部とグランド接続部とを垂直方向において同一レ
ベル上に位置させており（即ち、垂直方向と直交する面を想定した場合に、コンタクトの
被露出部とグランド接続部とを同一面上に位置させており）、且つ、被露出部及びグラン
ド接続部を接続対象物の主面上における信号端子及びグランド端子の配置に対応するよう
に配置していることから、接続対象物上にコネクタを搭載することで、個々の接点の位置
調整を行うことなく、接続処理に進むことができる。
【００２３】
　また、特許文献１の場合、ケーブルとコネクタとの結線後にカバーシェルの取り付け等
の作業が必要とされていたが、本発明によれば、接続対象物の信号端子等とコネクタのコ
ンタクト等の接続を行った後にコネクタ組立の工程を行う必要はない。即ち、本発明によ
れば、接続対象物との接続処理の後に行う工程数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施の形態によるコネクタ組立体を示す上面斜視図である。
【図２】図１のコネクタ組立体に含まれる相手側コネクタを示す上面斜視図である。
【図３】図２の相手側コネクタをIII--III線に沿って示す断面図である。
【図４】図１のコネクタ組立体に含まれるコネクタを示す上面斜視図である。ここで、ロ
ックバーはロック位置にある。
【図５】図４のコネクタを示す上面斜視図である。ここで、ロックバーは解除位置にある
。
【図６】図４のコネクタを示す背面斜視図である。ここで、コネクタは、ＦＰＣに取り付
けられている。
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【図７】図４のコネクタを示す背面斜視図である。ここで、コネクタは、まだＦＰＣに取
り付けられていない。
【図８】図４のコネクタを示す底面図である。
【図９】図８のコネクタを示す底面図である。ここで、カバーシェルは省略されている。
【図１０】図８のコネクタをＸ--Ｘ線に沿って示す断面図である。
【図１１】図４のコネクタを示す上面図である。
【図１２】図１１のコネクタを示す上面図である。ここで、ＦＰＣは省略されている。
【図１３】図１１のコネクタを示す上面図である。ここで、ＦＰＣ及びカバーシェルは省
略されている。
【図１４】特許文献１のコネクタ組立体の構造及び嵌合過程を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１、図２及び図４に示されるように、本発明の実施の形態によるコネクタ組立体１０
は、ＦＰＣ（接続対象物）５０に取り付けられるコネクタ１００と、基板（図示せず）に
搭載される相手側コネクタ２００とからなるものであり、特許文献１のコネクタ組立体と
同様の手順により嵌合接続される。即ち、コネクタ１００を相手側コネクタ２００に対し
て上方から（＋Ｚ側から）被せることでコネクタ１００と相手側コネクタ２００との垂直
方向（Ｚ方向）における相対的な位置決めを行い、次いで、コネクタ１００を前後方向（
Ｘ方向）に移動させることによりコネクタ１００を相手側コネクタ２００に対して嵌合接
続するように構成されている。従って、本実施の形態によるコネクタ組立体１０は、特許
文献１のコネクタ組立体と同様、低背化と嵌合操作容易性との両方を実現することのでき
るものである。
【００２６】
　図２及び図３に示されるように、相手側コネクタ２００は、複数の金属製の相手側コン
タクト２１０と、相手側コンタクト２１０を保持する絶縁性の相手側ハウジング２２０と
、相手側ハウジング２２０を部分的に覆う金属製の相手側シェル２３０とを備えている。
相手側コンタクト２１０は、相手側ハウジング２２０を形成する際にモールドイン法によ
り相手側ハウジング２２０に組み込まれる。相手側シェル２３０には、バネ部２４０が２
つ設けられている。バネ部２４０は、ピッチ方向（Ｙ方向）に長手を有するように設けら
れている。バネ部２４０は、ピッチ方向中心側に自由端を有しており、自由端近傍には接
点２４２が設けられている。相手側シェル２３０の底部には＋Ｘ方向に延びるグランド接
続部２５０が複数（具体的には４か所）設けられている。また相手側シェル２３０には、
ホールドダウン２６０も設けられている。ホールドダウン２６０は、相手側シェル２３０
のピッチ方向の両端から＋Ｘ方向に向かって延びている。グランド接続部２５０及びホー
ルドダウン２６０は、相手側コネクタ２００を基板（図示せず）に搭載した際に、基板（
図示せず）上のグランドパターンに接続される。相手側コネクタ２００のピッチ方向（Ｙ
方向）の両端には相手側嵌合部２０２が形成されている。相手側嵌合部２０２の夫々は、
相手側ハウジング２２０の一部と相手側シェル２３０の一部とからなるものであり、－Ｚ
方向に凹んだ外形を有している。この相手側嵌合部２０２の－Ｘ側の壁は、後述するよう
に、ロック受部２０４として機能する。
【００２７】
　図４乃至図１３に示されているように、コネクタ１００は、複数の金属製のコンタクト
１１０と、ピッチ方向（Ｙ方向）に並ぶようにコンタクト１１０を保持する絶縁性のハウ
ジング１２０と、モールドイン法によりハウジング１２０に組み込まれた金属製のベース
シェル１３０と、ハウジング１２０を＋Ｚ方向（第１垂直方向）に沿って部分的に覆うカ
バーシェル１４０と、金属製のロックバー１５０とを備えている。コネクタ１００のピッ
チ方向の両端には、相手側嵌合部２０２と嵌合する嵌合部１０２が設けられている。嵌合
部１０２はピッチ方向の外側に向けて突出するような外形を有しており、コネクタ１００
と相手側コネクタ２００との嵌合時には相手側嵌合部２０２に嵌合収容される。
【００２８】
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　図７及び図１０に示されるように、このコネクタ１００の接続対象物であるＦＰＣ５０
は二つの主面５０ａ，５０ｂを有しており、一方の主面５０ａ上には信号端子５２とグラ
ンド端子５４とが露出している。信号端子５２はＦＰＣ５０の先端５０ｅからＹ方向に沿
って延びており、グランド端子５４は信号端子５２よりも先端５０ｅから離れて位置して
いる。即ち、ＦＰＣ５０の先端５０ｅと信号端子５２との間のＸ方向（前後方向）におけ
る距離は、ＦＰＣ５０の先端５０ｅとグランド端子５４との間のＸ方向（前後方向）にお
ける距離よりも短い。更に、ＦＰＣ５０の先端５０ｅの近傍且つピッチ方向の両端には、
凸部及び凹部からなる被位置決め部５６が形成されている。かかるＦＰＣ５０に対して、
コネクタ１００は、Ｘ方向（前後方向）においてＦＰＣ５０の先端５０ｅを跨ぐように取
り付けられる。
【００２９】
　図１０及び図１２に示されるように、コンタクト１１０の夫々は、Ｊ字状の形状を有す
る接点部１１２と、ハウジング１２０に保持される被保持部１１４と、ハウジング１２０
から＋Ｘ方向に突出している被露出部１１６とを有している。接点部１１２は、コネクタ
１００と相手側コネクタ２００との嵌合時に相手側コンタクト２１０と接続される部位で
ある。被露出部１１６の＋Ｚ方向（第１垂直方向）側の面（即ち、図１０に示す被露出部
１１６において、下面側）はＦＰＣ５０の信号端子５２に接続される部位であり、従って
、ハウジング１２０から露出していなければならない。これに加えて、本実施の形態にお
ける被露出部１１６は、ピッチ方向（Ｙ方向；即ち、被露出部１１６における両側面）に
おいても－Ｚ方向（第２垂直方向；即ち、図１０に示す被露出部１１６において、ＦＰＣ
５０との接続側とは反対側である上面側）においても露出している。被露出部１１６の四
面が露出していることから、信号端子５２と被露出部１１６の接続を半田リフロー工程に
て行う場合に、半田フィレットを形成し易くなり半田接続の信頼性を高めることができる
。なお、図１０に示す被露出部１１６において、ハウジング１２０等の樹脂で被露出部１
１６の上面側を覆い、被露出部１１６の上面側は露出させなくても良い。
【００３０】
　図９乃至図１２に示されるように、ハウジング１２０は、ロックバー１５０を支持する
支持部１２２と、ひさし状に張り出したひさし状部１２４と、ＦＰＣ５０の被位置決め部
５６に対応して設けられた位置決め部１２６と、コンタクト１１０の被保持部１１４を保
持する保持部１２８とを有している。支持部１２２は、ピッチ方向の両端に設けられてい
る。支持部１２２の夫々は、ピッチ方向の内側且つＺ方向に凹んだ凹部であり、後述する
ように、ロックバー１５０を回転自在に支持している。ひさし状部１２４は、ＦＰＣ５０
から遠い方の端部近傍に設けられており、ベースシェル１３０の一部からなる強化部１３
２によって強度補強されている。このひさし状部１２４と強化部１３２とは、ロックバー
１５０をロックするロック維持部１６０を構成している。位置決め部１２６は、ＸＹ平面
上における位置を二次元的に位置決めするためのものであり、被位置決め部５６を構成す
る凸部及び凹部に対応する穴部及び突出部とからなる。穴部はピッチ方向外側且つ－Ｚ方
向に凹んでおり、突出部は＋Ｚ方向に突出している。位置決め部１２６を構成する穴部及
び突出部に対して被位置決め部５６の凸部及び凹部を合わせることにより、ＦＰＣ５０の
ＸＹ平面上における二次元的な位置決め（即ち、信号端子５２及びグランド端子５４のＸ
Ｙ平面上における位置決め）を行うことができる。この位置決め部１２６は、ピッチ方向
において嵌合部１０２の内側に位置している。
【００３１】
　図６乃至図１０に示されるように、カバーシェル１４０は、ピッチ方向に長手を有する
板状部１４２と、板状部１４２のピッチ方向両端から外側に延びる支持部カバー１４４と
、板状部１４２の端部１４２ａから＋Ｚ方向に延びる複数のグランド接続部１４６とを有
している。図１、図２、図４及び図６から理解されるように、この板状部１４２は、コネ
クタ１００と相手側コネクタ２００との嵌合時において相手側シェル２３０のバネ部２４
０と接続する部位である。バネ部２４０の弾性力によって接点２４２を板状部１４２に押
しつけられることから相手側シェル２３０とカバーシェル１４０との電気的接続（グラン
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ド）を強固なものとすることができる。図１０及び図１２に示されるように、板状部１４
２は、－Ｚ方向に沿って見た場合に、被露出部１１６と重なるように設けられている。詳
しくは、図１０に示されるように、板状部１４２は、被露出部１１６とはＺ方向において
離れている。また、図１０及び図１２に示されるように、板状部１４２の端部１４２ａは
被露出部１１６よりも＋Ｘ方向に張り出している。即ち、図１０から理解されるように、
コネクタ１００をＦＰＣ５０に取り付けた状態において、板状部１４２の端部１４２ａは
、ＦＰＣ５０の先端５０ｅから見て被露出部１１６よりも遠い位置に位置している。図８
及び図９から理解されるように、支持部カバー１４４は、ハウジング１２０の支持部１２
２をカバーしている。本実施の形態において、板状部１４２は相手側コネクタ２００のバ
ネ部２４０と接続される部位であるので開口部を設けることが事実上困難であるが、相手
側シェル２３０とカバーシェル１４０との接続をバネ部２４０以外の手段で構成した場合
には板状部１４２に対してピッチ方向に延びるような開口部を設け、その開口部を通して
ＦＰＣ５０の信号端子５２と被露出部１１６との接続を確認することとしてもよい。
【００３２】
　図６乃至図８から理解されるように、グランド接続部１４６は、ＦＰＣ５０のグランド
端子５４に接続される部位であり、グランド接続部１４６の数はＦＰＣ５０のグランド端
子５４の数に等しい。複数の点でグランド接続部１４６とグランド端子５４とが接続され
ていることから、グランドの強化が図られていると共に、カバーシェル１４０のハウジン
グ１２０への取付保持力を強化している。図１０に示されるように、グランド接続部１４
６の夫々は、ＸＺ平面内においてＬ字状の形状を有している。詳しくは、グランド接続部
１４６は、板状部１４２の端部１４２ａから＋Ｚ方向（第１垂直方向）に延びた後、＋Ｘ
方向（被露出部１１６から離れる方向）に延びている。また、図１０に示されるように、
グランド接続部１４６と被露出部１１６とは、＋Ｚ方向（第１垂直方向）において同一レ
ベル上に位置（グランド接続部１４６の下面と被露出部１１６の下面とは、ＦＰＣ５０の
グランド端子５４、信号端子５２と夫々が接続できるように図１０の上下方向（Ｚ方向）
で略同一の位置）している。即ち、グランド接続部１４６と被露出部１１６とはＦＰＣ５
０を搭載可能な仮想的な面（Ｚ方向と直交する面）を構成している。
【００３３】
　図７乃至図１０から理解されるように、グランド接続部１４６と被露出部１１６とは、
ＦＰＣ５０の主面５０ａ上におけるグランド端子５４と信号端子５２との配置に対応する
ように配置されている。また、図１２に示されるように、グランド接続部１４６と被露出
部１１６は、－Ｚ方向（第２垂直方向）に沿って見た場合（即ち、ＦＰＣ５０が配置され
る側から見た場合）に、視認可能となるように設けられている。即ち、グランド接続部１
４６と被露出部１１６の＋Ｚ側は露出されている。従って、ＦＰＣ５０に対してコネクタ
１００を取り付ける際、グランド接続部１４６及び被露出部１１６とグランド端子５４及
び信号端子５２との位置合わせを一括して行うことができ、更に、その状態においてリフ
ロー工程に流すことができる。即ち、本実施の形態によれば接続工程が容易になる。加え
て、本実施の形態によるコネクタ１００においては、ＦＰＣ５０の被位置決め部５６に対
応する位置決め部１２６が設けられていることから、前後方向（Ｘ方向）においてＦＰＣ
５０の先端５０ｅを跨ぐようにＦＰＣ５０上にコネクタ１００を搭載して位置決め部１２
６を被位置決め部５６に合わせることで、グランド接続部１４６及び被露出部１１６とグ
ランド端子５４及び信号端子５２との位置合わせを容易に行うことができる。
【００３４】
　図８及び図１１に示されるように、ロックバー１５０は、ピッチ方向に延びる主部１５
２と、被維持部１５４と、Ｕ字状部１５６とを有している。被維持部１５４は、主部１５
２のピッチ方向における両端から斜め方向（詳しくは、ピッチ方向外側且つＸ方向）に延
びており、Ｕ字状部１５６は、被維持部１５４から更にピッチ方向外側に延びている。図
９に示されるように、Ｕ字状部１５６の端部は支持部１２２に回動可能となるように支持
されている。ロックバー１５０が図５に示される解除位置に位置した状態で、コネクタ１
００と相手側コネクタ２００との嵌合接続を行いつつ、図１に示されるロック位置までロ
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ックバー１５０を倒すことにより、嵌合状態のロックが行われる。詳しくは、図８と図１
１の比較から理解されるように、主部１５２とＵ字状部１５６とはロックバー１５０の回
動に際してハウジング１２０等と干渉することないが、被維持部１５４はロック維持部１
６０と干渉するように構成されている。具体的には、図８においては被維持部１５４の方
がロック維持部１６０よりも手前側に位置しているのに対し、図１１においてはロック維
持部１６０の方が被維持部１５４よりも手前側に位置している。図８の図面では、被維持
部１５４がロック維持部１６０に覆い被さっているように見え、図１１の図面では、ロッ
ク維持部１６０が被維持部１５４に覆い被さっているように見えている。即ち、ロックバ
ー１５０を解除位置からロック位置に回動させる過程において、被維持部１５４は、ロッ
ク維持部１６０を乗り越え、その下側（－Ｚ側）にもぐりこむように構成されている。ロ
ックバー１５０は、ロック位置に移動させられる際、ＦＰＣ５０から離れる方向へ倒され
ている。そのため、ＦＰＣ５０がロックバー１５０の回動の邪魔になることがない。従っ
て、ロックバー１５０を有するコネクタ１００にＦＰＣ５０を取り付けた場合であっても
、コネクタ組立体１０の低背性が損なわれることがない。更に、ロックバー１５０の回動
過程において、Ｕ字状部１５６は相手側コネクタ２００のロック受部２０４の内側に入り
込むため、ロック受部２０４に押しつけられることとなり、コネクタ１００はその反力に
よりＸ方向へ移動させられる。即ち、本実施の形態によるコネクタ組立体１０においては
、Ｚ方向における位置決め後の＋Ｘ方向へのコネクタ１００の水平移動をロックバー１５
０の回動により行うことができるため、コネクタ１００と相手側コネクタ２００に対する
嵌合接続動作とその嵌合状態のロック動作を同時に行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は、相手側コネクタと嵌合するコネクタであってＦＰＣやＦＦＣのようなシート
状の接続対象物に取り付けられるコネクタ全般に適用可能である。即ち、本発明は、上述
した実施の形態や特許文献１のようなコネクタ組立体のみに限定されない。
【符号の説明】
【００３６】
　　１０　　　　コネクタ組立体
　　５０　　　　ＦＰＣ（接続対象物）
　　５０ａ，５０ｂ　　　　主面
　　５０ｅ　　　　先端
　　５２　　　　信号端子
　　５４　　　　グランド端子
　　５６　　　　被位置決め部
　１００　　　　コネクタ
　１０２　　　　嵌合部
　１１０　　　　コンタクト
　１１２　　　　接点部
　１１４　　　　被保持部
　１１６　　　　被露出部
　１２０　　　　ハウジング
　１２２　　　　支持部
　１２４　　　　ひさし状部
　１２６　　　　位置決め部
　１２８　　　　保持部
　１３０　　　　ベースシェル
　１３２　　　　強化部
　１４０　　　　カバーシェル
　１４２　　　　板状部
　１４２ａ　　　端部
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　１４４　　　　支持部カバー
　１４６　　　　グランド接続部
　１５０　　　　ロックバー
　１５２　　　　主部
　１５４　　　　被維持部
　１５６　　　　Ｕ字状部
　１６０　　　　ロック維持部
　２００　　　　相手側コネクタ
　２０２　　　　相手側嵌合部
　２０４　　　　ロック受部
　２１０　　　　相手側コンタクト
　２２０　　　　相手側ハウジング
　２３０　　　　相手側シェル
　２４０　　　　バネ部
　２４２　　　　接点
　２５０　　　　グランド接続部
　２６０　　　　ホールドダウン

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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